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幼いときからの刻印（申命記6:4-9）
　明日は子どもの日です。世の中では子どもの日のためのいろいろな行事が行われていて、それを利用して連休を作り、ゆっくりと旅行したり遊んだり休んだりする時期です。しかし、それが私たちにとって信仰に邪魔にならないように気を付けなければいけないし、このようなときにいつも考えないといけないことですが、子どものことをクリスチャンとしてどのように見て、どのようにこれから祈っていくべきなのかということを考える機会にしなければいけないと思います。

皆さん、ご存知のように今のこの時代は大きく３つの団体によって動かされていると言っても過言ではない時代です。その一つがニューエイジ運動をしている団体です。ニューエイジ運動の活動目標は何かと言うと、結局、キリスト教で言っている神様を否定することが目標です。それで、その一環として、「あなたがた人間が神ではないのか」ということを、あらゆる角度から教え込むと言うのがニューエイジ運動の働きです。

それから、もう一つがフリーメイソンと言う団体です。表にはあまり正体を現さないでやっているので、その影響について気づかないし、あまり警戒しない場合もありますが、フリーメイソンの目標は、結局、「私たちはサタンが神であると信じる。その思想を全世界に広め、サタンが支配する世界を作ることが私たちの目標であり、最大の課題である。生きる生き甲斐である」ということを核心の部分では告白しながら、いろいろな段階を踏みつつ気づかないようにして、実際はそのようなことを広めていくというのがフリーメイソンです。皆さんはその名前などを聞いたことはあるでしょうか。そんなに大きな影響を与えているのかと思うかもしれません。でも、あらゆる分野において、特に各分野のエリートを皆入れ込んでいるので、ものすごい影響を与えています。教育の理論などもシンクタンクを支配していて、いろいろな論文をずっと流すので、それが理論、定説のようになってしまいます。それをだれがやっているのかと言うと、フリーメイソンのメンバーがやります。彼らの底にある思想と言うものが、先ほど申し上げました思想に基づいて論文を書くので、結果的にどうなってしまうでしょうか。
それから、もう一つ大きな影響を与えているのがユダヤ人です。数は少ないかもしれません。でも、重要な部分をほとんど掌握している状況です。このような３団体が動かしている今の時代を私たちは生きているし、その中で絶えない災いに遭って、災いに襲われて生きる時代でもあります。つい最近、韓国の船が沈没して、それがニュースになり大きな騒ぎになりましたが、それだけではありません。一つ大きなことが、次に何かが起きるとまた忘れられるだけであって、次々と災いが絶えない時代を私たちは生きています。それは聖書にそのとおりに預言されていることが成就して行くだけでのことですが、そのような時代を今、私たちは生きています。単に食べて飲んで、どうすれば就職できるかという目先のことだけの小さな世界ではありません。そういったひとつひとつも重要でしょうが、このような時代の中でひとつひとつそのようなことがあるということを忘れないでいただきたいと願います。特に、私たちは神の子ども、クリスチャンですから。

そして、その中で私たちは今、日本の国で暮らしています。この日本の国は、日本人の方々はほとんどそういう意識というものがあまりないでしょうが、すべての底、ベースを流れている者が偶像です。偶像がベースになって、どのような分野でも、何をしてもそのベースは偶像なのです。それで、その偶像が文化になって伝統として受け継がれているところであるし、ときにはその偶像というものがプライドになり、誇りとして思われるようなベースを抱えて生きています。それで、その偶像に関わると言うことが生まれたときから当然で当たり前なことになっていて、何の抵抗などもありません。そして、それが普遍的になり、様々な分野に隅々まで染み込んでいるし、別の表現で申し上げると、体の一部分であるかのように一体化されています。それが表に形としてどのように現れるかというのもありますが、ぜひ覚えていただきたいのは、それがベースになっています。そのようなところに生まれて、私たちは教育を受けて暮らしていくようになります。このお話が一般の人にはなにも説得力のないお話でしょうが、私たちはクリスチャンです。ですから、この話に耳を傾けて緊張しないといけないと思います。あまりにも自然なのです。「どこが、何が悪いのか。当たり前で、逆にそれが私たちの誇りであり、私たちのプライドであり自慢です」とニュースでも、テレビ番組のプログラムなどでも全部そのようなことをやっているのではないでしょうか。韓国は例外なのかと言うと同じです。問題はそういった流れ、雰囲気というものがベースになっているということ、これを私たちは看過してはいけないと思います。その中で、私たちの子どもたちはクリスチャンの家庭で生まれたのかどうかは関係なく、生まれたときから見るもの、耳にするもの、触るものすべてが、悪霊による文化に触れながら育ち生きていくようになります。違いますか。漫画や学校の教育や保育園、幼稚園に入ったそのときから悪霊の文化に触れています。神社に行きますと、神社の前で手を合わせると言うことは行事です。自分がやる、やらないという選択の項目ではなく、幼稚園のプログラムの中のひとつの行事です。なぜでしょうか。その散歩に連れて行く教師がそのように育ってきたものですから、別に悪気などは一切ありません。漫画を見ても、テレビのチャンネルを回してアニメーションなどを見ると、面白くて楽しいかもしれませんが、中に悪霊の文化が入っていない漫画がひとつもありません。そのような中で子どもたちが育つようになります。皆さん、考えたことがありますか。極端なクリスチャンの親はテレビを最初から見られないような処置を取ったりします。気持ちは理解できますが、だからと言って触れられないか、避けられるかと言うとそうでもありません。このような時代の中で、生まれたときから悪霊の文化に触れるしかない状況の中で、私たちの子どもたちは育つようになります。だとすれば、クリスチャンの大人の私たちはそのようなことを踏まえて、ある意味、子どもたちに対して覚悟を決めないといけないと思います。正直申し上げますと、私もある程度はやったつもりなのですが、本当に覚悟を決めてやったとはいえません。そういう意味では、自分でも反省しているし、失敗をしていると思います。覚悟をしないといけません。ですから、幼い頃から、私たちの子ども、クリスチャンの子どもたちには神様のみことば、いのちの福音を刻印するようにしないといけないのではと覚悟を決めないといけないのではないでしょうか。ただそれなしで、そのような緊張感を持たないで「どうすれば子どもが他の人より優秀な成績を取って、他の人より先に出世して、他の人より健康になるか」と言うことばかり考えると、今の時代を生きるクリスチャンの大人としては失格ではないでしょうか。それほど、今の時代は本当に深刻な時代です。戦争に巻き込まれて、銃弾によって殺されることだけが深刻ではありません。サタンはときには光の天使のように変装して現れます。ときにはほえたける獅子のようにも現れます。問題はクリスチャンの私たちから福音を奪い取ろうとすることで、その一番簡単な方法は、小さい、幼いレムナントからそれを邪魔することです。そうすると、一生だめになると言うことがよくわかっているのです。子どもの日を迎えて、そのようなことを私たちはもう少し真剣に考えないといけないと思います。
それで、神様は昔から原理は同じですから、イスラエルを呼んでこれからカナンの地に入って、そこで霊的な戦いを始めるようになります。そのときに、勝利するために神様の契約のみことばを与えられました。それから、それをあなたがたが守るのはもちろんであって、「あなたがたの子どもたちにこれを刻み込みなさい」とおっしゃっています。こどものときから。神様がなぜそのようにおっしゃったでしょうか。そうしなければいけない時代であり、そのような状況、文化であるということをよくご存知の上で、そのようにおっしゃったのではありませんか。それで、その代表的な箇所が今日の箇所です。「聞きなさい。イスラエルよ。精神を尽くし、力を尽くして、神を愛しなさい」とおっしゃりながら、「これをあなたの子どもたちによく教え込みなさい。あなたが家にすわっているときも、道を歩くときも、寝るときも、起きるときも、これを唱えなさい」。どのような話でしょうか。刻印しなさいと言う意味です。そうしないと、生ぬるい何かの教えや態度では、今のこのような時代、霊的なものすごい流れの中で、それに逆らい打ち勝ってその世を助けるものにはなれないという話ではないでしょうか。例えば、未信者と同じように一生懸命頑張れば成功は治めるかもしれません。でも、それは成功とは言えません。あなたがたが召されているのは、滅びるしかないこの世を助けるために召されたのではないか。しかし、悪魔がこのように見事に世界を支配しているので、あなたがたは幼い頃から刻印する作業をしなければ希望は見込めないとおっしゃいました。これが昔も今も同じです。ただ何を食べるか飲むか、どちらが良いか悪いかの戦いの世界だと思うのでしょうか。霊の世界を知らないのでしょうか。諸国は暗闇の力に覆われていると聖書が言っている意味がわからないのでしょうか。天にいるもろもろの悪霊との戦いであるという聖書の教えは、私たちと関係ないのでしょうか。それが文化や伝統、思想や教育、漫画、マスメディア、様々なところに全部入り込んでいます。私たちは必ず、勝利するようになります。しかし、そのために神様はおっしゃっています。幼い頃から刻印しなさい。小さいときから。しいて申し上げますと、胎内にいるときから刻印しなさい。それがこの大きな霊的な戦争において勝利を勝ち取るための唯一の方法だとおっしゃっています。私たちは子どもの日に「子どもが大事だ、大事だ」と子どものためにおいしいものを作ってあげたりすることも必要でしょうが、もう少し、意味ある子どもの日を迎えないといけないと思います。神様は子どもの日にクリスチャンの私たちに、特に親や大人に向かって語りかけていらっしゃいます。幼い頃から、胎内にいるときから、契約を刻印しなさい。それしかありません。それを神様のメッセージとして、ぜひ受け止めていただきたいと願います。
それから、皆さん自分自身のことを振り返って考えてみれば、それはある意味でごく当たり前なことではないでしょうか。小さいときに刻印されているものが、クリスチャンになって、大人になって神様に恵まれて神様とともに歩もうとしているにもかかわらず、なぜ私たちからそれほど取りはがされないのでしょうか。それがどれほど邪魔になって、神様の豊かな祝福を見逃してしまうようにしているのを皆さん、経験しているでしょう。だから、幼い頃から刻印しなさいと言うサインなのです。今、皆さんが信仰にしっかり立って100％アーメンとできないままフラフラ右に左にアップダウンを繰り返しているということはそれ自体がよいことではありませんが、そこから神様のサインを受け取らなければいけません。だから、言ったでしょう。幼い頃から刻印しなさい。今のあなたの在り方、姿を見れば分かるでしょう。それが良い悪いではありません。だから、幼い頃からレムナントに刻印しなさい。それがこれからのクリスチャンとこの世との戦争に備える方法であり、勝利の秘訣です。それ以外にはありません。ぜひ皆さん謙虚に神様のみことばに耳を傾けていただきたいと願います。皆さん、ときどき力が抜けたり、やる気をなくしたり、試みにあったり、あるときには理論的にすべてわかっていても中々、自分でコントロールできない方向に流されてしまったりと言うことがあるでしょう。なぜそうなのかわかりますか。皆さんの内側に刻印されている福音の契約以外のもののためにそうです。だから、その刻印を取り替えないといけないのですが、それと同時にそこで神様の御声を聞いてください。だから、これから生まれる、今生まれている小さい、幼い子ども。幼い頃からあなたのようにならないように刻印しなさい。そのメッセージをそこから聞き取っていただきたいと願います。
これがクリスチャンの祈りの課題であり、クリスチャンの使命でもあります。私たちが生きる理由は何でしょうか。何を食べるか、何を飲むかのために生きるのでしょうか。子育てのために生きるのでしょうか。自分の野望を成就するために生きるのでしょうか。私たちの生きる理由は、この世がキリストの福音でなければ発展しても、政治がどう変わろうが、コンピュータが医学が芸術がどのように発展し、どんな改革を遂げたとしても滅びることがわかっているので、キリストを伝えるために生きるのです。それが本当に生きる理由であれば、その方法は小さいときからそれを刻印することです。本当に私たちの存在の理由がそれであれば、幼い頃から刻印すると言うことは当たり前でしょう。それが使命です。何のためでしょうか。世界福音化のためです。世界福音化のために。私たちの代でそれが成就しないかもしれません。でも、私たちがやるべきことは、自分が刻印の戦争をしながら、自分の現場で神の御心をまっとうしながら幼いひとりひとりに福音の契約を刻印させること、それが私たちの使命です。神様はそのような人にすべてを加えて与えられるでしょう。その人の能力をはるかに超えた知恵と祝福をその人に与えられます。それを歴史から確かに証明されている証拠です。ぜひ残りの皆さんの生涯がそのような生涯であってほしいと願います。「クリスチャンの子どもたちを小さいときから契約を刻印させる人、人生にならせてください」と祈ってください。
そのために、どのようにすればよいでしょうか。まず、親と大人が先に自分自身と刻印の戦争をしなければなりません。これをしない限りは、話を聞いたとしても子どもたちに対してそのような気になりません。そうしないといけないという理由も曖昧になります。ですから、まず第１に子どもの日を迎えて「幼い頃から刻印させなさい」と言うメッセージを聞きとって、そして、「自分との刻印戦争をしなければいけない、それをしようではないか」と考えていただきたいと思います。そのために、中々、サタンがこの考えに行かないように邪魔しますが、福音に触れる以前のどんな内容であれ、それはすべて違うのだなと認める気になりませんか。それが経験であれ、知識であれ、教わったことであれ、今も世の中では定説になっている内容かもしれませんが、皆さんはそれが福音以前のものであれば、どんなものであれそれは間違いだ、違うと認める勇気を持たないといけません。刻印戦争がなぜ始まらないのかと言うと、これを認めることがないからです。まだまだ、昔の傷が残ってもよいようなもののように、昔学んだ、習った、教わった、教えられた内容、経験したことがいまだ生かされて、そのとおりだと思っている部分があるので刻印戦争がはじまりません。それが今、皆さんに影響を与えているかもしれませんが、私たちの心の中には福音に基づいてでもそれは違う。それはすべて間違いだと認める勇気を持ってください。何のためにでしょうか。子どもたちが小さいときから刻印の祝福に預かるようにするためには、まず皆さんが自分自身に対して認めないといけません。それですべてを白紙でもありません。ゴミ箱に全部入れていってください。皆さんのできる限り、思いつくたびにゴミ箱に全部入れて行ってください。

それから、何もないのでスタートをキリストにあって、キリストの中でとスタートするのが刻印戦争です。先週の２部の礼拝でも申し上げましたように、いつもなにか先走るもの、先立ってしまうものがあってはいけません。そうすると、刻印戦争になりません。そのようなことがあるたびに、それをゴミ箱に入れる作業をすればよいです。全部片づけて、ハエや蚊を虫よけスプレーをかけるかのように、皆さんにキリストが虫よけスプレーになって、以前のものが全部飛んで行ってしまうように。たぶん、浮かび上がると思います。そのたびに全部ゴミ箱に入れる作業をして何を残すべきなのかと言うとキリストにあって。前にも申し上げましたように、例えば、こうすれば幸せ、こうすれば不幸と言う何かの思いがあります。それをゴミ箱に入れないといけません。それは全部嘘です。何が幸せなのか考えないで、キリストにあって。キリストの眼鏡をかけるのです。そうすると、幸せは今まで刻印されて、自分を動かしていた内容ではなく、別のものであることがわかります。それが刻印戦争です。具体的に実際的に地道にやっていかないといけません。何のためにでしょうか。幼い子どもたちに刻印させる作業のためです。本当に大切です。私は大学生にこの福音をお話しするためにいろいろ回っているのですが、会えば会うほどやはり、胎児乳児部からやらないとだめなのだと感じます。でも、「遅いでしょう。なぜやるのですか」と言われると、この大学生がそれでくるっと変われば一番良いのですが、最低、彼らは社会に出てもうすぐ幼い子どもを抱える身分なのです。そのときに刻印戦争をやってもらうために、せめてと大学の働きをしています。大学生がくるっと変わって「世界福音化!」と言うのは正直、期待していません。それほど刻印というものは恐ろしいものです。変わりません。中々、変わりません。生まれたときから親をとおして健康が幸せで、病気は不幸と教え込まれるわけです。もちろん、病気が幸せなのか。そうではありませんが、本当にそうでしょうか。テレビの中でも金持ちで出世している者と、貧乏な人間がいれば、金持ちの方が成功している者と当たり前に映るでしょう。だから、親も「そのような人間になりなさい」「優しい人間が良い人間です」と。優しい人間が良い人間でしょうか。あれはキリストの中で見たわけではありません。でも、当たり前にそのときに教え込まれていて、そのような価値基準をもって刻印されて大人になって行くのです。その中で幸い、福音に触れ聖書のお話を聞いて「アーメン」としながらも、根本的に刻印されている部分が変わりません。変わらないとクリスチャンにはなれません。教会に一生懸命、奉仕する者はなるかもしれません。献金を捧げる信仰者にはなりません。それで立派ではないかと思うかもしれませんが、この悪霊の文化を変えて、そして、この３団体によって滅びる人々を生かす人にはなれません。私たちはただこの世から離れて、逃げ場として教会に来て、礼拝をささげて終わる。そういうことのために召されている者ではありません。この世界を変えるために召されました。そのすべての条件、祝福、全部注いで与えていらっしゃいます。ただ刻印が変わらないので、まったくそれが輝きを放つことがないのです。だから、刻印戦争をするようにしましょう。よいか悪いか関係ありません。勇気を出してください。福音以前のものは全部ゴミ箱です。

それで白紙にしてキリストからスタートするようにしましょう。今、すべてをお話しする時間はありません。それで皆さんがその戦いをしながら、このように真心から、行動が付いていくかどうかは別です。真心からこのような告白ができるようになればよいのです。そして、毎日、いつでも常にこの告白の上に立つように刻印戦争をしないといけません。何のためでしょうか。世界を助けるために、幼い子どもたちに刻印させる作業のために必要です。それで皆さんがキリストからスタートして、何もかも無視してキリストからスタートして、せめて、このような宣言をするようにしなければいけません。「キリストだけが我々の唯一の希望です」。そこには様々な内容が全部入っています。お医者さんも希望ではありません。薬も希望ではありません。これらが全部入っている内容です。キリストだけが我々人類の、我々の唯一の希望です。そして、2000年前に処女マリヤから生まれて、十字架にかけられたイエス様こそがキリストです。これが告白です。そして、そのイエスを信じている私たちクリスチャン、我々はイエスの霊が宿っている神の子どもです。その中には様々な内容が入っています。私たちが自分のことを考えるすべてが間違いだと言うこと。私たちは尊いものであり、以前のものは死んで存在しません。今まで地球にはいなかった新しい人種として生まれ変わったという意味がそこに入っています。私たちの外見や肉体的、人間的な条件などと関係なく、イエスの霊によって別世界の、別の人種であると言う告白です。これが刻印の内容です。差別とは違います。世界中のよその人々とは違う人種だということが刻印されないといけません。同じご飯を食べて、同じ職場で同じ仕事をこなしているかもしれません。「でも違う。私はイエスの霊が生きていて宿っている神の子どもだ」。これが皆さんに刻印されるようにならないといけません。すべての内容がここに入っているでしょうが、それをとにかくまとめてこのように告白します。なぜ、このような話をするかと言うと、前にもお話したようにフリーメイソンは実際に毎日集まり、最高レベルの段階の人たちは毎日集まっています。「私たちはこの世界をサタンが支配する世界を作ることを目標にして生きる」と毎日告白し確認して宣言しています。そして、それが揺るがないために悪霊にとりつかれる何かの儀式に捕らわれます。その精神が揺るがないように。何か呪術みたいなことをやります。刻印戦争というのはそういったレベルでの話です。他のなにかである意味心配したり泣いたりするような余裕などは本当はありません。そうする必要もないし。それにもかかわらず、また思い煩ったり泣いたり心配したり不満を吐いたりしています。あるときにはよい悪いと考える前に、「まだ刻印が足りないな」と言うサインとして受け止めていただきたいと思います。我々はイエスの霊が宿っている神の子どもです。それが私たちの本質です。日本人なのか韓国人なのかは本質ではありません。肌色がどんな色なのかは本質ではありません。大人なのか子どもなのか、弱いのか健康なのかは本質ではありません。イエスの霊が宿っているかそうでないか。人類には２種類しかありません。その戦いです。
そして、そこが本当に真心から宣言できるのであればこの世が見えてくるでしょう。今申し上げている内容は理論ではなく、心からの刻印であり宣言です。首相が首脳同士で会談すると必ず、共同宣言などをやりますよね。このように私たちは宣言します。この世はキリストの他には希望はまったくありませんと宣言します。医者を目指している者が、政治を目指している者が、IT企業を目指している者が、この宣言文の上に立つのです。どのような意味か分かりますか。自分がやっていることに世の希望などは本来ないとわかってやることです。その宣言です。そのような人でないとこの世を変えることはできません。教会に入って献金はささげるかもしれません。神様はこのような人を今求めています。この世はどう変わっても、時代がどんなに流れても、キリスト以外には希望がないところです。そして、最後に皆心を一つにして我々が存在する理由はこの世にキリストを宣べ伝え、神の国を建てることだ。これが存在の理由です。医者をやっていても、裁判官をやっていても、政治家をやっていても、美術家でも音楽家でも存在の理由は一緒です。これが真心から告白できるように刻印戦争をしなければいけません。親や大人がこの告白をできていないのに、子どもに刻印させるということがあり得ると思いますか。やろうともしません。今、大人がこの告白ができるように刻印戦争をしながら、子どもたちにこれが刻印されるようにという祈りの課題を持たなければいけないでしょう。今胎内に子どもが宿っている、身ごもっている親、今赤ん坊が生まれた親、子どもを育てる親、これから結婚しようとしている方々、学生さんも同じです。これから結婚するわけですから。今この宣言文でもないし、聖書にある内容なのですが、「この刻印の内容が私たちの子どもたちに、この次の子孫たちに刻印されるようにしてください」と言う思いになるでしょう。皆さん、どれほど子どものためにそのように祈った覚えがあるのでしょうか。まず親と大人の方々が先に刻印戦争をするのが子どものためです。子どもに向かって「あなたはなぜこうするの。ああするのか」と責めないで、皆さんが刻印戦争をしてください。皆さんを見て子どもたちは見習うようになります。もちろん皆さんの人格やすばらしい行動などを見習うのは一番いいでしょうが、そうでなくても信仰告白は見て学ぶように。
そして、皆さんがこのような刻印の戦争をしながら、本当にこれが皆さんに少しでも刻印されるようになれば、このような願いを持つようになるでしょう。私たちの子どもたちに刻印されるようにとまず祈ってください。そして、どのようにすればこれが刻印されるかと言う方法、工夫を見つけるように求めて祈ってください。これが子どもたちを変えるための方法です。今私もどのような方法が良いのかよくわかりません。個人、個人違うかもしれません。でも、これが刻印されるために、今日の聖書を見ると寝るときも起きたときも座っているときも散歩するときにも書いてくっつけなさいと言う方法論を教えています。私たちはその方法論をどうにか工夫しないといけません。各自、一番やるべき方は親です。皆さん子どもたちに何を今まで教え込もうとしてきたのでしょうか。聖書や神様がおっしゃっていることとはまた違うものを教え込もうとしたでしょう。「あなた人に迷惑をかけない人間になりなさいよ。しっかり勉強して。勉強ができない人間はだめなのだよ」ということを教え込もうとしていたでしょう。それらはある程度役に立つかもしれませんが、霊的な問題の前では一瞬で全部紙くずになるものです。わかりますか。皆さん経験していないでしょうか。私は経験しています。自分は良心に従って生きていこう。それが自分の首を絞める経験をしました。人生はそういうものではありません。契約のキリストを刻印させないといけません。悪魔のしわざに打ち勝つことができるのはキリストしかいらっしゃいません。この世界を今も動かして皆滅ぼそうとしている、様々な戦略をもってひとりひとりを滅ぼそうとしている悪霊の文化に勝利できるのはキリストしかありません。だから、その方法を工夫するような姿勢を持ち、それを祈っていただきたいと思います。例えば、他の宗教を見てください。イスラム教の場合は教派によっていろいろ違うのでしょうが、言葉が少し話せるようになれば彼らのシャハーダという信仰告白みたいなものがあるのですが、それをずっと暗唱して唱えるように、それが習慣になっているようです。そのようなことが怖いのです。それから、５歳になると正式に１日５回お尻を天に向けてお辞儀をしたりします。そのような礼拝に正式に参加してそれを学ばせます。ごく当たり前なことに刻印させます。だから、イスラムの方々はどこに行っても豚肉を食べません。小さいときから絶対的なものに刻印されているからです。それを刻印させるために彼らはこれが方法論としてよいか悪いかは別ですが、親の言うことは絶対的だという目に見えないルールを作っています。親が絶対的なのです。豚肉を食べてはいけない。１日５回お尻を挙げてメッカに向かってお辞儀をしないといけない。これが絶対的になっています。小さいときにそれが刻印されています。そのパワーは無視できません。ひとりひとりには力がないかもしれません。皆が当たり前になっています。クリスチャンは日曜日の礼拝、仕事、クリスチャンだと言うことも言えません。
それから、おばあさんとお母さんの役割は、小さいときからイスラムの信仰の先祖の英雄のお話、またそれにまつわる神話的な伝説みたいなものをずっと家に帰ったときに教えるようになっています。物語として、紙芝居みたいな形でします。だから、刻印されます。７歳になりますと男女別々になり、そのときからコーランに基づいてきちんと組織的に彼らの宗教の学びをするようになります。勝てますか。もちろん、彼らが意味がわかってやっているかどうかはひとりひとり個人違うでしょうが、刻印されているので彼らはそこから出ようとしません。ユダヤ人は３歳からとにかくトーラーと聖書の大切な箇所を暗唱して唱える練習を刻印のためにさせるようです。幼稚園から学校に行きますと国全体がそうだからできるのでしょうが、行きますと授業のカリキュラムが午前中はとにかく無条件、聖書の学びです。聖書の学びがミッションスクールのように１週間に１時間ではなく、彼らの思想としては聖書の学び、神のみことばの上に学問がある、その飢えに学問を立てないといけないということで、とりあえず聖書の学びをします。もちろん、彼らは聖書と言っているけれども、今の私たちが見れば内容が全く違います。でも、彼らはそのようにしています。ですから、聖書が先だということが小さいときから刻印されています。
それから、お父さんは家に帰ると、当たり前に聖書の教師でないといけません。それで13歳ころに成人式をやります。刻印されているので、13歳のころにはその刻印が完成されるのです。これからあなたはこう生きていくのだと。片手に聖書、片手にはお金なのだと。これが世界を支配することで、ユダヤ人しか人間はいない。ユダヤ人が世界を支配すると言うのは神の御心であり、神の啓示なのだと小さいときから刻印されます。そのとおりに今やっています。でもそれが真理はないから、最終的には滅びるでしょうが、刻印の恐ろしさと言うものをよく考えてみてください。例えば一つの例です。私たちは週1回教会に来る。教会に来て何を教えるか。だから、子どもの日を迎えてまず親の方々が、大人はもちろんですが子どもたちに小さいときから刻印させるべきだと言う覚悟をもって、そのためにまず自分が刻印の戦争をしてください。刻印させるべき内容をもってどのようにして小さいときからこれを刻印させることができるか工夫していただきたいと願います。それで祈ってみてください。神様はいろいろ知恵を与えられるでしょう。例えば、小さい子どもは親がすべてですから社会に触れる前に刻印しないといけません。朝起きたら無条件、聖餐の告白を当たり前に親と一緒にやるものだとか。それがもう刻印されていてやるように。例えば、寝る前は必ず○○とか。それが少し大きく成長して忙しくなるとパーになるものではなくて、イスラムの人のように祈りとともにすれば、それがどうなるかわかりませんが、とにかくいろいろな方法を考えないといけないと思います。刻印のために。神様は今日の聖書でここにもあそこにもと言うのは刻印の意味です。一瞬たりとも他のものが入り込むことがないようにそれが刻印されてから番組を見れば全部説明ができるのです。わきまえることができます。だから、私は胎内にいるときから親がこの刻印戦争に勝っていれば、それを祈って胎児に影響が行くと思います。今赤ん坊が生まれました。今からでも遅くはありません。だいたい、教育学的には3歳、5歳まででもう終わりだと言われています。だからといって、今の小学生、中学生は遅いといってあきらめてはいけないでしょう。戦わないといけないのですが、もう一度幼い頃からの刻印というものがどれほど大切なのかを知ってください。ある意味、神様はそのために皆さんがそれほどの資格がないのにも関わらず、皆さんを祝福して証拠を与えられるかもしれません。未来を担っていく子どもたちに刻印の作業をしてもらうために。中々、大人の方々は変わらないのです。大きな教会は長老さんたちをたくさん立てます。長老さんがそれぞれ自分の仕事、育ちの環境、教育の背景など刻印されているもの全部が表に出てしまうと会議になりません。船が違う方向に行ってしまいます。でも、それがそういうものなのかどうかがわかりません。刻印されているものですから。キリストを中心にして、みことばを強くその人中に入って働くしかありません。それを祈るのです。でも、子どものときにはこれが刻まれます。子どものときが機会です。
そして、この刻印の作業をこのような方法で工夫しながらやるときに、確かな未来図をもってやってください。子どもたちがこの3つの中の1つに関わるように。いろいろな分野に入っていろいろな仕事をやる人間でしょうが、それはサブであって、表はそうなのですが内側は秘密決死隊として世界を変える特攻隊として生きる者になるために刻印の作業が必要です。この世はキリスト以外には希望がありませんと本当に告白する者でなければ、秘密決死隊にはなりません。他に未練もうらやましいことも何もありません。秘密決死隊は。だから、レムナント、子どもたちが、「私のこのかわいい子どもたち」ではなく、将来、いろいろな分野で秘密決死隊として生きるようにと言う絵をもってください。これが祝福です。昔で言いますとナジル人です。

それから、あるいは同じく自分の経験を活かしてレムナントひとりひとりをこのように刻印の祝福に預かるように手伝う、それをレムナントミニストリーと言います。レムナントにこのような働きがけをする人になるように。そのような人が必要です。

そして、もうひとつ、フリーメイソンを助けることができる、フリーメイソンをつぶして彼らを助けることができるものをホーリーメイソンと言います。そこには財力、頭、様々なものが全部入っているでしょう。ホーリーメイソンとして人生を送るレムナントになるように。この3つの中のどれかに関わる人間になると言う未来図をもって刻印の作業をするようにし、そのために祈るようにしてください。その希望を持ってください。これは単なる夢ではありません。神様が必ずその方向に導かれるようになるでしょう。これからレムナントの中で、社会的にはビル・ゲイツ以上のものが起こされなければなりません。それで「世界のスティーブ・ジョブズだ」と騒いでいるのに、裏で見るとホーリーメイソンだった。そのような時代が来ないといけません。今から幼いときから刻印させればそうなります。例えば、テレビを見ていても、何か問題を抱えていても、刻印されている者の話はまったく違うでしょう。だから、子どもたちにも違うものが刻印されるようになります。世の中の人と一緒になって心配して、一緒になってつぶやいていては無理です。そのような弱さがあったとしても、この信仰告白は譲らないでください。私たちはフリーメイソンの話などを聞きながら、柳先生を始めRUTCを建てようとする意味が少しばかり理解できました。

皆さん、結論として今の皆さんはこのことを工夫しながらこのような目標、課題をもって祈ってみてください。神様が答えられればできないことはありません。レムナントに刻印の作業を具体的にしながら、彼らを秘密決死隊、レムナントミニストリー、ホーリーメイソンとして育てるための場がRUTCです。それは場所が大きいか小さいかは関係ありません。だから、世界中。町々にこれが必要です。今フリーメイソンはメイソンのロッジというものが世界中にあります。公けにはしていない段階なのですが。ですから、このような課題をもって、大人の方々は、特に事業をやっている方々、お金を扱っている方々はあらゆるところに日本中にそういう意味でのRUTCを建てようじゃないか。RUTCが今はないからイメージがあまりわきませんが、私がちょっと簡単に考えたのは、昔からYMCAというところはあらゆるところにあります。YMCAと皆がわかっている。ただ中身が福音ではありません。それで私たちがリーダー修練会などをやるときにYMCA、YWCAの建物を借りて使っているのですが、どのような意味ではそれが今でも維持されているのかよくわかりませんが、そういったイメージよりはるかに上回って、あらゆるところにRUTCがあるようなイメージをもって祈っていかなければなりません。お金はそのために必要なのです。そのために皆さんの収入を増やすのです。ひとりでも十分、立てられます。一般の人が見ていても「ああRUTC」と分かるように。今一般の人はキリスト教などは知らなくてもYMCAは分かっています。それぐらいにならないといけません。それぐらいになることを目指して今RUTCを始めました。とりあえず本部の韓国でしっかりやって、柳先生が口癖のように「全世界にRUTC」と言いますがなぜでしょうか。この3団体に勝つためにはそれしか方法がありません。教会がその役割をやればいいのですが、教会と言うのはそういう意味では限界があります。レムナントのために。フリーメイソンがどこに行ってもロッジを訪ねて、そこでいろいろな儀式に参加し、そこで自分のプライドをもう一度確認し、そこから与えられる何かのパワーをいただいて自分を養う。それ以上にはならないといけません。RUTC。いろいろな段階があるでしょうが、子どもの日を記念して今日の私たちの、大人の結論は何かと言うと「なるほど。RUTCだけだね」。教会も礼拝堂ももちろん必要です。それよりRUTCが必要です。ただそのためにその意味を理解しないといけません。それを理解して祈らなければなりません。そして、そのために幼いときから刻印と言う大義を握らなければなりません。必ず神様は皆さんをとおしてRUTCを許されるでしょう。そのために第１に皆さんのところで刻印の戦争を始めてください。キリスト以前のものはすべて間違いだと認める勇気から始めてください。間違いです。そうではないでしょうか。私はキリストとともに十字架につけられて死んだ。その告白ができないのでしょうか。いろいろ残っていて影響を受けることもありますが、根本的に間違いだと認めていればゴミ箱に入れる作業はできます。当てにするようなものはありません。本当です。キリストから始めるように。なにもかも。皆さん自分自身に対して「私はいい人間。悪い人間。幸せな人間。不幸な人間。悲しい人生」といろいろな内容があるでしょう。それは全部嘘です。全部ゴミ箱に入れてください。それが刻印されているから、神様のこの刻印が入らないのです。嘘だと認める勇気を持ってください。全部ゴミ箱に入れ、キリストからスタートしてみてください。この宣言ができるその時まで。これは子どものためです。最後に子どもたちにも必要だし、私たちにも同じです。聖別意識です。この世と、世の中の人とは違うと。なぜでしょうか。イエスの霊が宿っているものです。だから、何もかも全部違います。それを植え付けないといけません。刻印させないといけません。
（祈り）

愛する天の父なる神様。子どもの日を迎えて、神様が今の親の、大人の私たちに何を語っていらっしゃるのか今日メッセージを聞きました。ひとりひとりが幼い頃からレムナントにこの契約の福音を刻印させることがすべてであるという約束を握って、RUTCの約束を握って祈ることができ、まず自分との刻印戦争に勝つことができるように助けてください。未来図をもってこれから意味ある祈り、人生を歩くことができるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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